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取扱説明書 


準備する 


撮ってみる 


撮影に便利な機能を使5 


再生に便利な機能を使3 


削除する 


つないで楽しむ 



カメラの設定を変える 



A 警告 


Cgber-shot 


電気製品は安全のためのま意事項を 
守らないと、乂災や人身事故になるこ 
とがあります。 この取扱説明書には、 
事故を防ぐための重要な注意事項と 
製品の取り掘いかたを示しています。 
この取扱説明書をよ < お読みのラえ、 
製品を安全にお使いください。お読 
みになったあとは、いつでち見られる 
ところに必ず保管してください。 


DSC-W530/W550 



區暨 1 まをのために ちわせてお読みください。 


誤った使いかたをしたとさに生じる 感電や傷 
害など人へのを害、 また 火がなどの財産への損 

害を未然に防止するたゆ、次のことを必ずお守 
りください。 

♦ 


「ま全のために J の注意事項を守る 
定期的に点検ずる 


1年に1度は、電源プラグ部とコンセントの間に 
ほこりびたまっていないか、電源コードに傷び 
ないか、故障したまま使用していないか、など 
を点検してください。 


故障した5使わない 


カメラや AC アダフター、バッテ U —チャー 
ジャーなどの動作びおかし<なったり、破損し 
ていることに気びついたら、すぐにソニーの相 
談窓□へご相談ください。 


万一、異常が起きた5 


> 〇電源を切る 
〇電ミ 也をはずず 
〇 ソニーの 相談窓 □に 
連悠 する 

裏表紙に ソニーの 相談窓 □の 連絡先びありま 
す。 


万一、電池の液漏れが起きたら 


〇ずぐに乂気か5遠ざけてください。漏れた 
液や気体に引火して発乂、破裂のおそれがあ 
0まず。 

〇おが目に入った場合は、こず日ず、ずぐに水 
道水などをれいな水で巧分に洗ったあと、医 
師のミ台療を受けてください。 

〇おを□に入れたり、なめた場合は、ずぐに水 
道水で□を洗浄し、医師に相談してくださし、。 
〇おが身体や巧服についたときは、水でよく洗 
含 い流してください。 


変な音- 
におし 1 がした 
煙び出た5 


警告表示の意味 

この取扱説明書や製品では、次 
のよつな表71^をしています。 

IA 危哟 

この表示のある事項を守らな 
いと、極めてを険な状況び起こ 
り、その結果大けびや死 t にい 
たる危害び発生します。 

IA 警告 

この表示のある事項を守らな 
いと、思わめ危険な状況が起こ 
り、その結果大けびや死 t にい 
たるち害び発生することがあ 
0ます。 

IA を意 I 

この表示のある事項を守らな 
いと、思わめ危険な状況び起こ 
り、けびや財産に損害を与える 
ことびあります。 

ま意を促ず記号 

火化 感電 

行為を禁止する記号 

0 ® ® 

禁止 巧解禁止めれ手禁止 

行為を指示する記号 

® 〇 

コラグをコン 指示 

セントか5巧く 

電池について 

安全のためにの文中の「電池」 
とは、 r バッテ U - パック」も含 
みます。 






お使いになる前に必ずお読みくだをい 

• 曰光および強い光に向けて本機を使 
用しないでください。故障の原因に 
なじます。 


表。言語 I しついて 

本機では、日本語のみに巧応して 
います。その他の言語には変更で 
さません。 

内蔵メモリーおよびメモリー 
カードのパックアップについ 
て 

アクセスランプ点灯中に電源を切った 
り、バッテ U - やメモ U - 力ードを取 
り出したりすると、内蔵メモリーの 
データやメモ1」 一力 ードのデータび壊 
れることびあります。データ保震のた 
め必ず if (ックアッフをお取りくださ 
し、。 

録画-再生に際してのごま意 

• メモ1」ーカードの動作を安定させる 
ために、メモ U —カードを本機では 
じゆてお使いになる場合には、まず、 
本磯でフ オーマッ トすることをおす 
すめします。 

フ オー 7 ッ トすると、メモリーカー 
ドに記録されている全てのデータは 
消去され、元に戻すことはでさませ 
ん。大切なデータはパソコンなどに 
保巧しておいて < ださい。 

• 必ず事前にためし撮りをして、正留 
に記録されていることを確認してく 
ださい。 

• 本機は防じん、防痛防水仕様ではあ 
りません。 r 使巧上のご注意 j もご覧 
<ださい巧7ページ)。 

•本磯を城らさないでください。水滴 
び内部に入り込むと、故障の原因に 
なるだけでな <、修理でさな < なる 
ことちあ0ます。 


• 強力な電波を出すところや放射線の 
ある場所で使わないで<ださい。正 
しく撮影.巧生びでさないことびあ 
0ます。 

• 砂やほこりの舞っている場所でのご 
使巧は故障の原因になります。 

• 結露び超きたときは、結露を取り除 
いてからお使いください (57 ぺ一 
ジ)。 

• 本機に振動や衝撃を与えないでくだ 
さい。誤作動したり、画像び記録で 
さな < なるだけでな <、記録メディ 
アび使えな < なった0 、撮影済みの 
画像データが壊れることがあ0ま 
ず。 

• フラッシュの表面のミちれは取り除い 
てください。発光による熱でフラッ 
シュ表面の巧れび変色した0、貼0 
付いた0すると、充分に発光でさな 
い場合びあります。 

液晶画面およびレンズについ 
てのごミ主意 

• 液晶画面は有効画素99.弓9%政上の 
非常に精密度の高い技術で作られて 
し、ますび、黒い点び現れたり、白や 
ホ、青、緑の点び消えないことびあり 
ます。これは故障ではあ0ません。 
これ5の点は記録されません。 

• バッテ U —残量びなくなると、レン 
スび出たまま動きび止まることびあ 
ります。充電されたバッテ1」一を取 
D 付けて、再度電源を入れてくださ 
い。 



本機の温度について 

本機を連続して使用した場合、本体や 
バッテリーび温かくなることびあ0ま 
すび、故障ではありません。 

温度保護機能について 

本機やバッテ U - の温度によっては、 
カメラを保護するために自動的に電源 
び切れた0、動画撮影びでさな < なる 
ことびあります。電源び切れる場合は、 
切れる前に画面にメッセージび表示さ 
れます。撮影びでさな < なった場合は、 
画面にメッセージび表示されます。 

画像の互換性について 

• 本機は、（社)電子情報技術産業協会 
( JEITA ) にて制定された統一規格 
"Design ruleforLamera File 
system ’（ DCF ) に対応しています。 

• 本機で撮影した画儘の他機での再 
生、他機で撮影/修正した画像の本機 
での再生は保証いたしません。 


イラストについて 

本書のイラストや画面上の表おは特に 
説明び必要なところを除さ 
DSC - W 530 を使巧しています。 


著作権について 

あなたびカメラで撮影したわのは、個 
人として楽しむほかは、著作権法上、権 
利者に無断で使用できません。なお、 
実演や興行、展示物などの中には、個人 
として楽しむなどの目的びあってを、 
撮影を制限している場合びありますの 
でご注意くださし、。 

撮影の客の補償はで定ません 

万一、カメラや記録メディアなどの不 
具合によ0撮影や再をびされなかった 
場合、画像や音声などの記録内容の補 
償については、ご容赦ください。 



目;夕 
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嫁 


•専用 USB ケーブル （1) 



•CD-ROM (1) 

サイバーシヨットアフ1」ケーシヨ 
ンソフトウエア 

•取扱説明書(本書） （1) 

•保証書 (1) 


付属品を確認する 

I U ストストラップをほ 
ラ 

落下防止のため、ストラップを取 
り付け、手を通してご使用くださ 


万一、不足の場合はお買い上げ店 
にご相談ください。 

•バッテ1」ーチャージャー 
BC-CSN/BC-CSNB (1) 


準備する 
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オン オフ 


丘] ON/OFF (電源)ボタン 
图シャッターボタン 
回フラッシュ 

团セルフタイマーランプ/ 

ス7イルシャッターランプ 

固マイク 
固レンズ 


团液晶画面 

圓因（再生)ボタン 

图撮影時： W/T (ズーム）ボタ 
ン 

再生時：な(再生ズーム)ボタ 
ン / H (インデックス）ボタン 

圆モードスイッチ 
圆 U ストストラップ取り付け部 
画面销 y 除)ボタン 
圆 MENU ボタン 

圆コント□-ルボタン 
メニューオン時： 

▲/▼/◄/►/• 

メニューオフ時： DI 5 P /0 / 
©/そ 

圆 •^( USB ) ‘ A/VOUT 端子 
圆取りはずしつまみ 
圃バッテ U - 挿入口 

圆兰脚用ネジ巧 

• ネジの長さび 5. 5 mm 未満の云 
脚を使ラ。 5.5 mm 政上の兰脚 
ではしっかり固定でをず、本機を 
傷つけることびあります。 

画 スピーカー 
國端テカバー 
國メモ U —カード挿入 □ 

國アクセスランプ 

國バッテ U - / メモ U - 力ード 
カバ‘一 


辅防)ち前を確認する 


準備する 
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バツテリー巧電と、使用可能紙段•時間 


1 バッテリーをバッテ 
I リ ーナでーソヤー に 

取り付ける。 

• 鶏量びあるバッテ U —も充 
電でをる。 



バッテ U - 


2 電源プラグを引き起 
こし、コンセントに取 
り付ける。 

仁 HARGE ランプ消な後、そのま 
ま約1時間充電を続けると、若 
干長 < 使える(満充電)。 


電源プラグ 



点な：充電中 

消な：充電終了 (実用充電) 


3 巧電が終わった6、バッテリーとバッテリー 
チャージャーを取りはずず。 



I 巧電にかかる時囲 



• バッテリー咐鼠を使い切ってから、温度25にの環境下で充電したときの時 
間です。使用状況や環境によっては、長くかかります。 

• バッテ1」ーチャージャーを取り付けるとさは、お手近なコンセントをお使いく 
ださい。 

• 充電び完了して CHARGE ランプびミ肖えても電源からは遮断されません。使用中、 
不具合び生じたとさはすぐにコンセントからプラグを抜さ、電源を遮断して< 
ださい。 

• 充電び終わったら、バッテリーチャージャーをコンセントから抜さ、パ’ッテ1」一 
をバッテ1」ーチャージャーか5取り出してください。 

• 必ずソニー製純正バッテ U -、 バッテ U - チャージャーをお使いください。 

I バッテリーの使用時囲と撮影/再生が数 



• 撮影枚数は/靖充電された状態での目安の枚数です。使用方法で枚数は減少する 
場合びあります。 

• 政下の条件で撮霖した場合です。 

-当社製の‘;>^モリースティック PRO デュオ"（別売)を使用 
一滿充電したバッテリー（付属)で、温度25ごの環境 
• 静止画撮影時の数値は、 CIPA 規格により、政下の条件で撮影した場合です。 
(CIPA :カメラ映像機器工業巧 、 Camera & Imaging Product Association ) 
-DISP (画面表お設定）：[標準] 

-30 砂でとに1回撮影 

一 1回ごとにスームを W 側、 T 側に交互にいっぱいにする。 

-2 回に一度、フラッシュを発光する。 

-10 回に一度、電源を入/切する。 




使用時間 

巧数 


DSC - W 550 

約125分 

約250枚 


DSC - W 530 

約125分 

約250枚 


DSC - W 550 

約280分 

約5目00枚 


DSC - W 530 

約290分 

約5800枚 


DSC - W 550 

約100分 

— 


DSC - W 530 

約100分 

— 


準備する 



• 動画撮影時の数値は、が下の条件で撮影した場合です。 

-録画モード ： VGA 

一連続撮影の制限 (50 ページ)により撮影び終了したとさは、再度 シャツ ターボ 
タンを巧して撮影を続ける。 


'かバッテリーについて 

バッテ U —の消費や使用可能時間については、58ページでち詳しく説明し 
ています。 


'が'海外でわ使えます 

バッテ U - チヤージヤー咐鼠は全世界で使用できます ( AC 1 胞 V 〜 

240 V . 50/60 Hz )。 ただし、地域によっては]ンセントのあ状び異なるため、 
蜜換プラグアダフターび必要です。お出かけ前に、旅行代理店などで訪問先 
のコンセントのお状を確認し、必要に応じてご用意ください。 

電モ式変圧器 （ トラベルコンバ’ーター)は使用でさません。故障の原因にな 
ります。 


コンセント开到犬例 

地域 

変換プラグアダプター 

0 0 

主に北米 

不要 

〇 G G 
〇 © 

主に3 — n ツパ 

必要 1 

柄 



準備する 
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3 


バッテリーを入れる。 

バッテ U —を }(ッテリー挿入 
□の中にあるイラストに合わ 
せて、取りはずしつまみび□ッ 
クするまで押し込む。 



4 


カバーを閉じる。 

• 正しく挿入しないまま力 
バーを閉めると、破損のおそ 
れびお D ます。 



八ッテリー/メモリーカード(別売) 
を入れる 


準備する 
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I 使用でをるメモリーカード 

本槪で使用できるメモ U - 力ードは、モリースティック PRO デュ 
才"、"メモ U - スティック PRO - HG デュオ"、ソモ U - スティックデュ 
才"、および SD メモ U - 力ード 、 SDHC メモ U — 力ード、 SDX 〔メモリー 
カードです。ただし、すべてのメモ U —力ードの動作を保証するもの 
ではありません。マルチメディアカードは使用でさません。 

本書では、"メモリースティック PRO デュオ"、ソモ U - スティック 
PRO - HG デュオ"、"メモ U - スティックデュオ"を r メモ U - スティッ 
クデュオ"」、 SD メモ U - 力ード、 SDHC メモ U - 力ード、 SDXC メモ 
U —カードを 「 SD カード」と表現しています。 

動画撮影時は、政下のメモ U —カードをおすすめします。 

- MemdryStickPRQDu □("メモ U — スティック PRO デュオ’’） 

- MemdryStickPRD-HGDuo ("メモ U — ステイツク PROHG デュオ"） 
-Class 2し U 上の SD カード 

記録できる枚数/時間については、50ページをご覧ください。 


ごま意 


• SDXO < fU - 力ードに記録した映傲ホ、 exFAT に対応していないパソコンや 
AV 機器などに、本機と USB ケーブルで接続して取り込んだり再をすることはで 
きません。接続する機器び exFAT に対応しているかを事前にご確認ください。 
対応していなし'!機器に接続した場合、 フォーマッ ト(初期化)を促す表示びされ 
る場合びありますび、決して実行しないでください。内容びすべて失われます。 
( exFAT は、 SDXC メモリーカードで使巧されているファイルシステムです。） 


準備する 




メモリーカードを取日出ず 


アクセスランプ 



アクセスランプび消えていることを 
確認して、モリーカードを巧す。 


• アクセスランプ点打中は、メモ U - 力ード/バッテリーを取り出さないでくださ 
し'!。データや六モ1」ーカードび壊れることびあります。 

I メモリーカードを入れていないとをは 

本体に内蔵されている;><モリー(約 24 MB ) に画像び記録されます。 
メモ U —カードにコピーする場をは、本機に;><モ|」ーカードを入れ、 
MENU ボタン ーさ (設定） 一 ■(メモ U - 力ードツール）一口 
ピー]を選びます。 


I バッテリーを取日出ず 


取りはずしつまみ 


取りはずしつまみをずらず。バッテ 
U —び落下しないよラに注意する。 


準備する 






I バツテリーのな量を確認する 

液晶画面左上に、バッテ1」一残量を表すアイコンび表示されます。 
を胃胃 n 胃なし 


ごま意 


• 正しい残量を表示するのに約]分かかります。 

• 使用状況や環境によっては、正しく表示されません。 

• [パワーセーブ]設定び[標準]または[スタ=ナ]のとさに電源を入れたまま一定 
時間操しないと、自動で電源び切れます(オートパワーオフ）。 

•本機から取り出したバッテリーは、接点巧れ、ショート等を防止するため、携帯、 
保管時は必ずポ U 袋に入れて金属から離して下さい。 


準備する 
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日付と時刻を設定する_ 

1 ON/OFF (電源）ボタ ON / OFF 履減ボタン 

I ンを押ず。 

電源び入る。電源ランプは起 
動時のみ点なする。 

• 電源を入れたとき、操作びで 
去るまでに時間びかかるこ 
とびある。 


2 コント□—ルボタン 
の ▲/ ▼で設定ずる頂 
目を選び、中央の•を 
押ず。 

表示お式： 曰付表示順を還ぶ。 
曰時： 曰付、時刻を設定ずる。 


日時 2010-1- 112:00 AM 


r OK I 


3 ▲/▼/◄/ ►で数値、好みの設定を選び、中央の•を 

押ず。 

• 真夜中は 12:00 AM 、 正午は 12:00 PM となる。 




日時設定 


準備する 
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[ OK ] を選び、中央の•を押ず。 


5 画面の指示の従つて蒂望の画面カラー、表示画質 
モードを選ぶ。 


準■画像に曰付を挿入するには 

%本機には画像に日付を挿入する機能はありません。 CD - ROM 咐属） 

ミに収録されている rPMB 」 を使用すると、日付を入れて保存/印刷でをま 

るす。 

詳しくは、 PMB ヘルプ (42 ページ)をご覧ください。 

I 時計合わせをや日直ず 

はじめて電源を入れたとをのみ、自動で曰時設定画面び開さます。曰 
時を合わせ直すときは、 MENU ボタンを巧して、を馈赶一〇(時計 
設赶一[日時設定]を選び、日時設定画面を開いてください (48 ぺージ)。 
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撮る(静止画) 


1 


モードスイッチを 
6(静止画撮霞)にし 
て、 ON / OFF 偉減 
ボタンを押ず。 


ON/OFF 履減ボタン 



2 


脇を締めて構え、構図 
をみめる。 

• w/r (ズーム）ボタンの 
T ボタンを押すとズームし、 
W ボタンを押すと戻る。 


m (ズーム）ボタン 
应じん，が S :、 



3 


シャッターボタンを 
半押しして、ピントを 
合わせる。 

ピントび合うと「ピピッ」とい 
ラ音びして♦び点むする。 

• ピントび合ラ最短距離はレ 
ンズ先端から W 側約4 cm 、 
1" 側約60 cm 。 



4 


シャツターボタンを 
深く押し込む。 



撮つて、見る 
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撮る風画) 


モードスイッチを 
口 (動画撮影)にして、 
ON/OFF (電源)ボタ 
ンを押ず。 


ON/OFF (電源)ボタン 

I モード 

^ スイッチ 





シャツターボタンを 
巧して、撮影を開始ず 
る。 




マイクの巧をふさびないぶ 
ラにする。 

撮影開始前にズーム ( w / r ) ボタンの T ボタンを押ずとズームする。 
W ボタンを押すと戻る。 


12 

撮つて、見る 


もう一度シャツターボタンを}甲して、終了ずる。 














見る 


I 巧の画像/前の画像を選ぶ 

コント□ー ルボタンの►(次）/ ◄ 
(前)で選ぶ。 

• 動画を再生するには、コント□一 
) レボタン中央の♦を押ず。 

ズームするには、 CU 再生ズーム） 
ボタンを押す。 

I 削除する 

©面(削除)ボタンを押す。 

⑤コント□—ルボタンの▲で[この 
画像]を選び中央の•を押す。 



面(削齡 
ボタン 
コント□ールボタン 


I 撮影に戻る 

因ボタンを巧す。 

• シャッターボタンを半押しして 
ち撮影に戻る。 

I 電源を切る 

ON/OFF (電源)ボタンを巧ず。 


田(再生)ボタンを押 
ず。 

最湊に撮った画儘び表示され 
る。 



E (再生)ボタン 


撮って、見る 
















がおを自動判別して撮る 


1 モードスイッチを0(静止画撮影)にずる。 

2 MENU ボタンを f 甲ず。 

MENU ボタン 



コント□—ルボタンの 
▲/▼/◄/ ►で i か撮影モー 
ド） 一(おまかせ才ート 
撮誘）一*^中巧の♦を押ず。 


4被写体にカメラを向ける。 

カメラびシーンを認識すると 、 j 
(夜景)、が(夜景&人物)、团(逆 
光)、巧(逆光&人物)、 匹 !( 風景)、 

&(マク(人物)の各マー 
クとガイドび画面に出る。 

シーン 認識 マークと ガイド 




S シャッターボタンを半押ししてピントを合わせてか6、撮影 
J ずる。 



























'^'2 枚撮 0 で好みの画像を選べ、さ5に便利に！ 

(アドバンス モー ド） 

MENU ボタンを巧し、]ント n - ルボタンの ▲/▼/◄/ ►で i 巧 a (おまかせシー 
ン認識） i 巧 a + (アドバンス）を選びます。 

[アドバンス]では、失敗しびちな J (夜景)、ジ(夜景&人物)、团魄光)、 

が(逆光&人物)を認識すると、下記のように設定を変えて、効果の異なる2枚 
の画像を撮影します。 



1 枚目 

2 枚目 

J 

ス n —シンク n で撮影 

感度を上げて、ブレを軽減して撮影 

ジ 

フラッシュびあたっている 
顔を基準にス n —シンク □ 
で撮影 

顔を基準に感度を上げて、ブレを軽減 
して撮影 

团 

フラッシュを使って撮影 

背景の明るさ、コントラストを調整し 
て撮影 ( DRO フラス） 

巧 

フラッシュびあたっている 
顔を基準に撮影 

顔と背景の明るさ、コントラストを調 
整して撮影 ( DRO プラス） 


撮影に便利な機能を使ラ 
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パノラ 7 画像を撮る 

力;ラを動かす間に複数の画像を撮影し、合成して1枚のパノラマ画像 
を作成しまず。パノラマ画像は付属のソフトウてア rPMB 」 でも再生で 
さます。 


モードスイツチを〇(スイ 
ングパノラマ）にずる。 

口- 

が 



2撮りたい被写体の端にカメ 
ム ラを合わせ、シャッターボタ 
ンを深巧しずる。 



3 


液晶画面上の矢印方向に、力 
メラをガイドの路端まで動 
かず。 


ガイド 



ごミち意 


• 他機で撮影されたパノラマ画像は、正しくスク n —ル再生されない場合びあり 
ます。 
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スイングパノラマ撮影のポイント 

一定の速度でルさな円を描 < よラに動かし、液晶画面の矢印方向と平行に動 
かしてください。動いている被写体よりち、止まっている被写体のほうびバ 
ノラマ撮影には適しています。 


上下ぶ问 左ち方 I 可 



撮影に便利な機能を使ラ 
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顔にピントを合わせて撮る(顔巧出) 


カメラび人物の顔を判別して、顔にピントを合わせまず。ピント合ね 
せの優先対象を設定でさます。 


1 モードスイッチを〇(静止画 撮設) にずる。 



コント□-ルボタンの 
▲/▼/ ィ/►で【も U 顔検出）— 
巧みのモードー-中巧の♦を 
巧ず。 



巧 i (切）：顔お出機能を使わない。 

巧も。(才ート）：カメラまかせでピント台ねせずる顔を還ぶ。 


‘ミ3‘優先したい顔を選択する 



の顔検出中に、コント n - ルボタン中央の♦を巧す。 

左端の顔び優先顔として選択され、梓がオレンジ色の[1」に変わる。 

CD 中央の•を巧すと、優先顔はちの顔に移動する。 

選択したい顔に〔」のオレンジ枠があたるまで、これを繰り返す。 

③選択を解除したい場合は、ち端の顔までオレンジ枠を移動させ、わう一度 
中央の参を巧す。 




























用透に合わせて画像のサイズを選ぶ 

画像サイズは画像を記録するとさの大ささのことです。 

画像サイズび大さいほど、大さな用紙にち詳細にプリントでをまず。 
かさくすると、たくさん撮影でさます。 

動画の場を、画像サイズは大さいほど高精細になります。本機の動画 
は AVI ( Motion 」 EPG )、 約30フレーム/秒で記録されます。 


1 MENU ボタンを押ず。 


MENU ボタン 


2コント□ールボタンの 
▲/▼/◄/ ►で■(画像サイ 
ズ）一^好みのサイズ ー^中 
巧の♦を f 甲ず。 


静止画画像サイズ 

説日月 

晒 (4320 X 3240) 

14 M 

A 3 ノビサイス:までの印刷 

■ (3648 X 273目） 

國 (2592 X 1944) 

5 M 

17217 A 4 サイスまでの印刷 

國 (640 X 480) 

VGA 

E メールに添付 

■ (4320 X 2432) 

A イビジョン巧応テレビでの鑑賞や A 3 までの印刷 

國 （1 の Ox 1080) 

A イビジョン巧応テレビでの鑑賞 




撮影に便利な機能を使ラ 
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パノラマ面 像 サイズ 

説 日月 

ISI (標準) 

左ち： 491 2 X 1 080で撮影 
上下： 3424 XI 920で撮影 

爲のィド） 

左ち： 7152 XI 080で撮影 
上下： 491 2 X 1 920で撮影 


動画画像 サイズ 

説 日月 

囲 VGA (640 X 480) 

テレビに適したサイスで撮影 

画 QVGA (320 X 240) 

E ；>< —ル添付に適したかさいサイズで撮影 


ごま意 


• ]6:9やパノラマで撮影した静止画画像は、プ IJ ント時に両端び切れることびあ 
0ます。 




笑顔を逃がさず撮る(スマイルシャツター) 


コント□ールボタンの 
©(スマイル)を押ず。 


2笑顔を待つ。 

スマイルレベルびインジケー 
ターの◄を超えると、自動で撮影 

される。ちう一度©(スマイル） 

ボタンを押すと、スマイルシャッ 
ターび終了する。 

• スマイルシャッター中に 
シャッターボタンを押してち 
撮影でをる。撮影後はスマイスマイル検出感度 
ルシャツターに戻る。 インジケーター 


'巧’検出されやすい笑顔のポイント 

の前髪び目にかからないよラにする。 

⑤カメラに対して正面を向き、なるべく 
水平になるよラにずる。目は細ゆにす 
る。 

③□を開けてしっかり笑う。歯び見えて 
し)るほうび笑顔を検出しやすくなる。 





撮影に便利な機能を使ラ 
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フラッシュモードを選ぶ 


1 コント□—ルボタンのを（フ 
ラッシュ）を f 甲し、 ◄/ ►で巧 
みのモード ー^中巧の♦を巧 
ず。 

が ino (オート）： 暗い場所または逆光のとを、自動で発光する。 

4(強制発光）： 必ず発光する。 

そ SL (ス□—シンク □): 必ず発光する。暗い場所ではシャッタースピー 
ドを遅くし、フラッシュび届かない背景ち明る < 撮影する。 

® (発光禁止）： 発光しない。 



ごま意 


• おまかせオート撮影時は、[オート]と[発光禁止]のみ選べます。 
• 連写時はフラッシュ撮影でさません。 


セルフタイマー/自分撮り機能をほう 


1 コント□—ルボタンの公(セ 
ルフタイマー)を押し、 ▲/▼ 
で好みのモード ー*^中央の ♦ 
を押ず。 



公 OFF (切）： セルフタイマーを使わない。 

な 0(10 秒）： 10秒後に撮影。自分も一緒に写りたいときに使ラ。シャッ 
ターボタンを巧すと、セルフタイマーランプび点滅して「ピッピッ 
ピッ」と操作音び鳴り、撮該び開始される。解除するにはちラー度 公 
を押す。 


公 2(2 秒）： 2砂後に撮影。シャッターボタンを巧したときのブレび軽 
減でをるため、手ブレび起こりに<<なる。 



の A ( 自分撮り 1 人）/曲（自分撮り2人）：カメラび人物の顔を検出し 
て自動撮影。自分にカメラを向けて撮影するとをに使ラ。 

設定した人数の顔を検出すると「ピピッ」と音び鳴り、2砂後に撮影び 
開始される。 


'が’「自分撮0」で自動撮影 

液晶画面に顔び映るよラにレンスを自分に向けてください。カメラび設定 
した人数の被写体の顔を検出すると撮影び開始されます。力;ラび最適な 
構図を判断して撮影するため、液晶画面から顔び外れるのを防ぐことびでき 
ます。ピピッと音び鳴ったらカメラを動かさないでください。 

• 待機中にシャッターボタンを押す 
と、通常撮影ちできます。 


画面の表巧を巧える 



1 コント□—ルボタンの DISP 
(画面表示設定)を押し、 

▲/ ▼で好みのモードを選ぶ。 

■1(明るい+1辭目表示なし）： 

画面を標準よりも明るくして、画 
憬のみを表 ; K 

巧（明るい+画像データ）(再生時のみ）：画面を標準よりも明るく 
して、情報を表示 

胃:.（明るい）：画面を標準よりち明るくして、情報を表示 
M (標準）：画面を標準の日月るさにして、情報を表示 



撮影に便利な機能を使ラ 
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場面に合った撮影モードを使う 
(シーンセレクシヨン） 

1 モードスイッチを〇(静止画撮影)にずる。 
P MENU ボタンを f 甲ず。 


MENU ボタン 

つ コント□—ルボタンの 
一 ▲/▼/◄/ ►で i か撮影モード） 

-»> SCN (シーンセレクション） 

中巧の♦を f 甲ず。 

シーンセレクションの項目一覧 
び表示される。 

A 好みのモードー^中央の♦を 
っ" f 甲ず。 









lib 情感厳： 暗い 

ところでち、フラツ 
シュを使わずにブレ 
を軽減しなびら撮影 
する。 


&ろ（ソフトスナツ 

プ）： 人物や花など 
を、やさしい雰囲気 
で撮影する。 

な](風景） ■ 遠景に 
ピントを合わせ、青 
空や草木の色を鮮や 
かに撮診する。 

(夜景 S 人物）： 夜 

景の雰囲気を損なわ 
ずに、手前の人物を 
隙立たせた画儘を撮 
影する。 

J (夜景）：暗い雰囲 
気を損なわずに、遠 
くの夜景を撮影す 
る。 



M 



m 料理）： マク□モー 

ドになり、 料理を明 
るく美味しそラに撮 
影ずる。 

W (ペット）：ペット 
を最適な設定で撮影 
する。 

に(ビーチ）： ミ毎や 

湖畔などの場所で撮 
影するとを、水の青 
さを靜やかに記録す 
る。 

る ( スノ ー ） ：雪景色 

などの画面全体び白 
くなるよラなシーン 
で雰囲気を損なわず 
に撮影する。 



寺’- 


I モードによっては、フラッシュ発光できなくなります。 


撮影に便利な機能を使ラ 
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素早く探す(一覧表巧) 


面（再生)ボタンを巧して画 
像を再生し、 H (インデック 
ス)ボタンを巧ず。 

• 因(インデックス）ボタンをち 
う一度押すと、更に細かい一覧 
表术画面なる。 



因 


今 

3 


2コント□—ルボタンの 
ム ▲/▼/◄/ ►で画像を選ぶ。 

• コント□ールボタン中央の ♦ 
を押すと、1枚再生に戻る。 



連続して再をする(スライドシヨー) 


1因（再生)ボタンを巧して画像を再生ずる。 


2 MENU ボタンー-コント 
ム レボタンの ▲/ ▼でに L ( ス 
ライドシヨー)を還び、中央 
の♦を f 甲ず。 



MENU ボタン 


) コント□-ルボタンの▲で廣衍を遇び、中央の♦を巧ず。 

• スライドシヨーを終了するには、コント□-ルボタン中央の♦を押 
す。 


JP 

34 





動画を見る 



再生に便利な機能を使ラ 
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削除する 


面(再生)ボタンを押して画 
像を再生し、面(削除)ボタン 
を f 甲ず。 



面 (削除)ボタン 


P コント□—ルボタンの ▲/▼ 
ム で好みのモードを選ぶ。 

フォルダ内を て：フォルダ内す 
ベての画像を削除する。 

画像選択：何枚か選んで削除す 
る。画像を選んで中央の•を押 
し、 MENU を巧して実行する。 


a 



MENU ボタン 


この 画像：見ている画像を削除する。 


キャンセル： 削除を中止する。 


'かすべての画像を削除する（フオーマット） 

メモ U —カードび本機に入っている場合はメモ U —カードのデータを、入っ 
ていない場合は内蔵メモ1」一のデータをすべて削除します。フオーマット 
するとプ n テクトしてある画像ち含めて、すべてのデータび消去され、元に 
戻せません。 

① MENU ボタンを巧す。 

@コント □- ルボタンの▼でを馈思を選び、中央の♦を巧す。 

感 ▲/▼/◄/ ►で■(メモ U - 力ードツール)またはな1(内蔵メモ U - ツー 
ル) を選び、 [フオーマット] 一中央の♦を巧す。 

@ [0 K ] を選び中央の♦を巧す。 





テレビで見る 


1 本機とテレビを専用 A / V ケーブル VMC -15 CSR 1 (別尉で 
つなぐ。 



ごま意 


• テレビにつないでいるとさは、液晶画面に画像は表示されません。 


つないで楽しむ 
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プ y ントする 

静止画をプ U ントするには、下記の方法びあります。 

• ダイレクトプリントけモ U —力ード巧応プ U ンター使用） 

詳しくは、プ1」ンターの取扱説明書をご覧ください。 

•パソコンを使ってプ U ント 

CD - ROM 収録のソフトウてア [ PMB ] を使って画像をパソコンに取り 
込んでから、プ U ントします。日付を入れてプリントできます。 
詳しくは、 「 PM 目ヘルプ」をご覧ください。 

•お店でプリント 


ごを意 


• プリンターによってはノラマ画像を印刷でさない場合びあります。 

'かお店でプリントするには 

内蔵メモ U —内の画像は、直接カメラか5プ U ントずることはできません。 
メモ U —カードにコピーしてプ U ントサービス店にお持ちください。 

コピー方法： MENU ボタンー►を帰定）一 ■ (メモリーカードツール) 
一[コピ ー] 一 [0 K ] 


その他詳し<は、フ U ントサービス店にごネ目談<ださい。 


画像に曰付を入れるには 

本機には画像に日付を挿入する機能はありません。プ U ント時に日付び重 
なってしまラことを防ぐためです。 

お店でプリントずる： 

日付を挿入してフ U ントするよラ依頼できます。詳しくはプ U ントサービ 
ス店にお問い合わせください。 

PMB で画像に日付を挿入ずる： 

付属のソフトウエア rPMB 」 をパソコンにインストールして (39 ページ)、画 
像に直接日付を挿入でさます。日付挿入した画像をプ U ントすると、プリン 
卜設定によっては曰付び重なってしまラ場合びあ0ます。ご注意ください。 
rPMB 」 について詳しくは、 rPM 目へルス(がぺージ)をご覧ください。 
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パソコンで使ラ 


サイバーシヨットで撮影した画像をよりいっそラご活用いただくため 
に、 CD-ROM (付属）には 「PMB」 び収録されています。 

詳しくは、 PMB サポートぺージ (http://www.sony.co.jp/pmb-sj/)、 
または 「PMB ヘルプ」 (42 ページ)をご覧ください。 


ごま意 


• rPMB 」 は、 Macin 的 sh には対応していません。 

I 操作1: rPMBj (付属)をインストールする 

下記の手順で、ソフトウエア(付属)をインスI-ールしまず。 

• コンピュータの管理ち権限で□グオンしてください。 


1パソコンの環境を確認ずる。 

rPMB」、rPMB Po け ablej 使用時、画像を取り込むときの推 
奨環境 

0S ( 工場出荷時にインス ! ルされていること ）： Microsoft 
Windows XP* SP3/Windows Vista SP2AVindows 7 
CPU : Intel Pentium IE 800 MHz じ Ji 
メモリ： 引 2 MB 切上 

A — ドディスク（インストール時に必要な 容量）： 約500 MB 
ディスプレイ ： ] 日 24X768 ドット於上 
*64bit 版は除きます。 


つないで楽しむ 
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e ； 3 




2 パソコンの電源を入れ、 CD-ROM (付属)を CD - ROM ドラ 
ム イブに入れる。 


インストール画面び表示される。 


3 


[インス I -ール]をクリック 
ずる。 


「言語の選択」画面び表示される。 



4画面の指示に従ってインストールを進める。 

• インス I -ールするには途中で力；>^ラとパソコンを接続する。 

インストール後、パソコンか 6 CD - R 0 M を取り出ず。 


ごま意 


• rPMB 」 をすでにインストールしているパソコンで、付属の CD-ROM のパ'-ジョ 
ンよりかさいま号をご使用の場合は、付属の CD-ROM か 5 もインストールして 
<ださい。 

• 付属の CD-ROM のバージョンより大さいま号をご使用の場合はインストール不 
要です。本機とパソコンを USB 接続すると、使用できる機能び有効になります。 


JP 
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I 操作 2 : rPMBJ で画像をパソコンに取日込む 


巧分に充電したバッテリーを本機に入れ、因（再生)ボタン 
を押ず。 


2本機とバソコンをつなぐ。 

本機の画面に 「Mass Storage 接続中」と表示される。 



• 通信中は本機の画面に(び表示されます。その間はパソコンの操 
作をしないでください。一稱一び表示されたら操作でさます。 


^ [取り込み開始]をクリツクずる。 

その他詳しくは、 rpMB ヘルスをご覧ください。 


つないで楽しむ 
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I 操作 3 : rPMB ヘルプ J を見る 


デスクトップ上の慕 (PMB 
ヘルプ)をダブルク U ックず 
る。 

•スタートメニューから起動 
するとをは、[スタート]-^ 
[すべてのプログラム]-- 
[ PMB ] 一 [ PMB ヘルスの 
順にク1」ックする。 



ご就 


• カメラの動作中やアクセス中の画面び表示されている場合、カメラ本体から専 
用 US 目ケーブルをはずしたりしないでください。データが壊れることびありま 
す。 

• 残量の少ないバッテ1」一を使用すると、データを転送でさなかったり、データび 
壊れることびあります。 

I TMadntoshJ で巧う 

Macintosh に画像を取り込むことびできます。ただし、 「PMB」 は対応 
していません。 

パソコンの推奨環境 

本機とつなぐパソコンは、下記の推奨環境び必要です。 

rPMB Po け able 」 使用時、画像を取り込むときの推奨環境 
0 S (工場出荷時にインス!ルされていること）： 

USB 接統 MacOSX (vICB 〜 v10.6) 

PM 目 Portable: Mac OS X* (v10.4 〜 v10.6) 

* インテルプロセッサー搭載モデル 














I PMB PortableJ を使う 

本機にはアプ U ケーシヨン rPMBPo け able 」 び内蔵されています。 
rPMB 」 びインス I -ールされていないパソコンか5も、画像を簡単に 
ネットワークサービスへアップ□ー ドでさます。 

詳しくは 、 「PMB Portable 」 のヘルプをご覧ください。 


1 本機とパソコンを接続ずる。 

本機とパソコンの接続び終わると、自動再生ウィヴードび表示される。 
Macintosh のときは [ PMBPORTABLE ] び表示される。 

• 自動再生ウィヴード画面び表おされないときは、[コンピュータ] 
( WindowsXP では[マイコンピュータ]) 一 [ PMBPORTABLE ] を 
クリックして、 rPMBP _ Win . exe 」 をダブルク U ックする。 


2 [ PMBPo け able ] をクリックする。 

Macintosh のときは [PMB PORTABLE ] フオルダの中の [ PMBP _ 
Mac ] をク U ックする。 

使巧許諾画面び表示される。 

) 画面の指示に従って設定をおこなラ。 

rPMB Portable 」 び起動する。 

その他詳しくは 、 rPMB Portable 」 のヘルプをご覧ください。 


rPMB Portable 」 使巧時は必ず、ネットワーク接続してください。 
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つないで楽しむ 




操作音を巧える 

操作音の設定を変更したり、音を消したりします。 


1 MENU ボタンを押す。 


MENU ボタン 


P コント□—ルボタンの▼で 
ム a 馈定)を選び、中央の♦を 
巧ず。 


3 ▲/▼/◄/ ►で vT (本体設定)を選び、[操作音]一好みのモー 

ー ドー^中央の♦を f 甲ず。 

シャッター： シャッターボタンを巧したとをのみ、シャッター音び鳴 
る。 

大 M 、 : コント□ールボタン/シャッターボタンを押したとをなどに、 
操作音/シャッター音び鳴る。操作音をルさくしたいとをはレ」\]にす 
る。 

切：音は鳴らない。 






2 コント□ールボタンの 
ム ▲/▼/◄/ ►で項目を選ぶ。 
再生時は、中央の♦を巧して 
決定ずる。 



3 


MENU ボタンを巧して、メニュー画面を消ず。 


MENU にある機能を使う 

撮影中-再生中に見えている画面に对して使える機能を表示して、手 
軽に設定できます。 

本機の画面には、それぞれのモードで設定でさる項目のみび表示され 
ます。 

お買いあげ時の状態に戻すには、を賴思一け（本体設定）一^ [設 
定リセツト]で戻せます。 


1 MENU ボタンを押して、 
メニュー画面を表示ずる。 


MENU ボタン 



カメラの設定を変える 
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I 撮該時の MENU 


項目 

説明 

撮影モード 

静止画の撮影モードの設定を蜜要する。 

( iO おまかせオート撮影 /P プ n グラムオート撮影/ 
SCN シーンセレクション /{ (かブレ軽減） 

シーンセレクション 

撮影状況に合わせて、あ 5 かじめ用意された設定で撮影 
ずる。 

(1 を 0 高感度 / i ろソフトスナップ/ Epi 景 /&■> 夜景 S 
人物 / j 夜景/ M 料理/ットビーチ/ 

をスノ -) 

EASY (かんたんモー 
ド） 

必要最ほ限の磯能を使つて撮影する。 

撮青沈向 

スイングパノラマ撮影のとさ、カメラを動かすち向を設 
定する。 

(口ち/口左ぶ上ぶ下） 

画像サイズ 

画像サイズを設定ずる。 

/國 / 國 / 國 / 画 / HI / 國 ) 

\期/ 欄 / 5M ^ VGA^11M^ 2M ^ 

(爵標準/福ヮィド, 

(圓 VGA / 圓 QVGA ) 

連写設定 

1 枚撮影、連写か 5 撮影モードを設定する。 

(国 1 枚撮影/ Ql 連写） 

明るさ (EV 補正） 

露出を手動調整ずる。 

(-2.0 EV 〜 +2.0 EV ) 

ISO 

ISO 感度を設定する。 

(ぷも才 - MSO 80 〜 ISO 3200) 

色合い饰ワイトバラ 
ンス） 

撮影場所の光の状況に合わせて画像の色合いを調整す 
る。 

(A だも オート/#太陽光 / A 曇天/驚1壁光な 1 、 

黨2壁光灯2、篇：3壁光灯3たみ、-電球/ろ WB フラッシュ） 

フォーカス 

ピント合わせの方法を変更ずる。 

(面マルチ AF / m 中央重点 AF / D スポット AF ) 

測光モード 

画面のどの部分で光を測るか(測光)を設定ずる。 

(田マルチ/中央重点/ H スポット） 

おまかせシーン認識 

カメラびシーンを判断して撮震する。 

(i 巧 ！! 才ート /i 巧 5+ アドバンス） 




項目 

説日月 

スマイル検出感度 

笑顔を検出ずる感度を設定する。 

(©大笑い/®普通の笑顔/®ほほ笑み） 

顔検出 

人物の顔を検出し、ピントを合わせる優先対象を設定す 

([お切な u]m ォ-卜） 

DRO 

明るさとコントラストを最適化する。 

(吾晋 切/^スタンダード/ S プラス） 

を嚴思 

本機の設定を蜜要する。 


I 再生時の MENU 


項目 

説 日月 

EASY (かんたんモー 
ド） 

文字を大さくして見やすい表示で再生する。 

fCi (スライドシヨー) 

画像を連続再をする。 

口 (加工） 

画像を加工して別ファイルで保をずる。 

トリミング赤目補正） 

m (削断 

画像を削除する。 

(面 n この画儘/面^画像選択/フオルダ内全て） 

On (プ□テクト） 

画像を誤ってミ肖さないよラに保護(プ n テクト)する。 
(ゾ D この画像 /C を 画像選択） 

DP 0 F 

メモ1」ーカードの画像にプ U ント予約マークを付ける。 
(DW 白 この 画像 / DPO 白 画像選択） 

たす 個斬 

静止画を左ちに回転する。 

己 (再生フオルダ 
選お） 

再生したい画像の入っているフオルダを選択する。 

芭嚴思 

撮影機能な外の、本機の設定を蜜更する。 


カメラの設定を変える 
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sSs (設定)にある機能をほう 

本機のお買い上げ時の設定を変更でをます。 

む (撮彭設定)は、撮影モードから設定に入ったとさのみ表示されます。 

1 MENU ボタンを巧して、メ 
ニュー画面を表示ずる。 


MENU ボタン 



〇 コント□-ルボタンの▼で 
ム さ馈定)を選び、中巧の♦を 
押してみ定ずる。 



Q ▲/▼/◄/ ►で項目を還び、中央の♦を巧ず。 
4 MENU ボタンを f 甲して、設定画面をミ肖ず。 


カテゴ U — 

項目 

説明 

む撮影設定 

グ U ッドライン 

構図を合わせるための線を表おする。 

表示画質モード 

撮震時の;夜晶画面の画質を設定する。 

デジタルズーム 

光学ズームな上のズームの方法を設定す 
る。 

ホ目軽減 

フラッシュ撮影時、目び赤 < なるのを軽 
減する。 
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カテゴリー 

項目 

説明 

VT 本体設定 

操作音 

本機の操作時に鳴る音を設定する。 


言語設定 

本機は日本語のみに対応しています。そ 
の他の言語には変更でさません。 


機能ガイド 

本機を操作したとさに、機能の説明を表 
示するかどラかを設定する。 


画面カラー 

画面のカラーを設定する。 


バワーセーブ 

才ートパワーオフまでの時間を設定す 
る。 


設定リセット 

お買い上げ時の設定に戻ず。 


ビデオ信号出力 

接続するビデオ磯器のカラーテレビ方式 
に合わせて設定する。 


USB 接続 

接続するパソコンや USB 機器に合わせて 
設定する。 


LUN 設定 

USB 接続したときに、パソコンなどに表 
示される記録メディアを設定する。 

U メモリー 
カードツール 

フオー マット 

メモ1」ーカードをフォーマツト(初期化） 
する。 


記録フォルダ 
作成 

メモ U —カードの中に新しいフォルダを 
作成する。 


記録フォルダ 
変更 

画像を記録するフォルダを変更ずる。 


記録フォルダ 
削除 

メモ1」ーカードの中のフォルダを削除す 
る。 


っピー 

内蔵メモ U —に記録した画像を、メモ 

U 一力ードに一括コピーする。 


ファイルま号 

ファイルま号の付けかたを設定する。 

巧)内蔵メモリー 
ッール 

フオー マット 

内蔵メモ U - をフォーマツト(初]期化）し 
ます。 


ファイルま号 

ファイル番号の付けかたを設定する。 

Q 時計設定 

曰時設定 

時計、日付の設定をする。 


カメラの設定を変える 
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静止画の記録可能誰と動画の記録可能時間 


記録枚数/時間は、撮影状況および使用するメモ1」ーカードによって異 
なる場をびあります。 

I 静止画 


逆位：做 


\ 容量 

内蔵 

メモリー 

本機でフォー マツ トしたメモリーカード 

サイズ \ 

約 24MB 

2GB 

4GB 

8GB 

16GB 

32GB 

14 M 

4 

295 

590 

1150 

2350 

4750 

10 M 

5 

395 

790 

1550 

3150 

6300 

5 M 

8 

670 

1300 

2650 

5300 

10500 

VGA 

130 

9800 

19500 

39000 

78000 

155000 

1 6:9(11 M ) 

4 

360 

720 

1400 

2850 

5700 

16;9(2 M ) 

28 

2100 

4200 

8400 

16500 

33500 


ごま意 


• 静止画の記録可能枚数び弓弓9弓弓枚より多いときは、 r 〉 弓弓99引と表示されます。 
•他機で撮影した画儘を再生ずると、実際の画像サイズと異なって表示される場 
合びあ0ます。 

I 動画 


動画ファイルを合計したとさの最大記録可能時間の目まです。 

(単位：時：分：秒) 


、、\ 容量 

内蔵 

メモリー 

本機でフ オーマツ トしたメモリーカード 

サイズ\ 

約 24MB 

2GB 

4GB 

8GB 

16GB 

32GB 

VGA 

0:00:20 

0:25:00 

0:55:00 

1:50:00 

3:40:00 

7:25:00 

QVGA 

0:01:00 

1:40:00 

3:20:00 

6:45:00 

13:35:00 

27:10:00 


ごを意 


• 1つの動画ファイルの最大サイズは 2 GB までです。動画記録中にファイルサイ 
ズび 2 GB になると、自動的に記録び終了します。 

• 動画は HD 対応していません。 

• 動画の記録巧能時間は、撮影環境によって異なる場合びあります。 DISP (画面表 
示設定)び[標準]の場合です。 




画面に表示されるアイコンー覽 

画面には、カメラの状態を表すアイコンび出まず。コント□ールボタ 
ンの DISP (画面表示設定)で、液晶画面の表示び切り替わります (31 


ホ ASH, 驚 
競みが B 

色合い(ホワイトバ 
ランス） 

回囚 

測光モード 

1( 粗 

手ブレ警告 

画+ 

おまかせシーン認 
識 

finrsi ana 

STD Plus 

DRO 

[< 

ら] 

i 

スマイル検出感度イ 
ンジケーター 

kVJ 国 fel 

ズーム 

XI.4 
sQpQ 


ベージ)。 

撮影時のアイコンー覧 


m- 


m- 


の 


画 

バッテ U —残量 

齒 

バッテ U —プリエン 

K 

國 14 M 画 10 M 
國 5 M 画 VGA 
画 11 M 圓 2 M 
因 STD 因 WIDE 

画像サイズ 

1 を 0お四 

にを 

シーンセレクション 

i か" か 
曰 口 

撮影モード(おまか 
せオート撮影/プ〇 
グラムオート撮影/ 
ブレ軽減/スイング 
パノラマ/動画撮影） 

J ジ因巧 
四ホな 

シーン認識マーク 


画 

お A 曰 

皿, 


I 恤 96 口 I 


夕端 


旧 0400 ( IID _125 F 2.7 + 2 . 0 EV 


^3| 

可 


その他 


^1 

m-5 





回 

• 

AE / AFn ック 

IS 0400 

ISO 感度 

皿 

NR ス n —シャッター 

125 

シャッタースピード 

F 2.7 

絞0値 

+2.0 EV 

明るさ （ EV 補正） 

H 田 □ 

フォーカス 

録画 

スタンパイ 

動画撮影/スタンバイ 

0:12 

記録時間(分：秒） 

回 

咖 

記録フオルダ 

96 

記録可能枚数 

100 分 

記録可能時間 

□巧 

記録メディア 
(メモ U —カード、内 
蔵メモ U -) 

そわし® 

フラッシュモード 

<§> 

ホ目軽減 

田 

フラッシュ充電中 


团 


妇。か&な‘ 

セルフタイ7— 

C :32:00 

自己診断表示 

[お 

顔検出 

鸟 

連写設定 

[13 

温度上昇警告 



AF 測距枠 

+ 

スポット測光照準 


再生時のアイコンー覧 


か 


\ZI 


叫 


丽 14M 


12/12 口 


巧 

回を A 
IS0400 


-H 


の 

画 

バッテリー残量 

鐘 

バッテリープ U エン 
ド' 

國 14 M 國 10 M 
國 5 M 画 VGA 
画 11 M ■2 M 
日 STD 因 WDE 

画 ESi 

画像サイズ 

O-n 

プ n テクト 

DPOF 

プ U ント予約 

み X 2.0 

ズーム 

回 

1010012 

フオルダ-ファイルま 


号 

201011 

画儘の記録曰時 

12:00 AM 






C:32:00 

自己診断表示 

+2.0EV 

EV 明るさ （ EV 補正） 

500 

シャッタースピード 

F2.7 

絞り値 

► 

再生 


再生八一 

00:00:12 

カウンター 

= 

音量 




回 


麻 

再生フオルダ 

12/12 

画像ま号/再生フオル 
ダ内画像枚数 

□巧 

再生メディア 
(；><モリーカード、内 
蔵メモリー） 

田田 巧 

フオルダ移動 

回囚 

測光モード 

USL® 

フラッシュ モード 

AWB 券 A 

、、"''川,、り/, A 

扁 1 雨 2 扁 3 :が 

^WB 

色合い(ホワイトバラ 
ンス） 

IS0400 

に0感度 


团 


その他 
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が障かな？と思った 6 


困ったときは、下記の流れに従ってくださし、。 



•内蔵メモリーや BGM 機能を搭載した機種を修理に出した場ち、それ 
5の内容を確認させていただく場ちがあ0まず。あらかじめご了承 
<ださい。 


バツテリー-電源 


本機にバッテリーを入れられない。 

• バッテ U —の向きを確認し、取りはずしつまみび□ックするまで挿入して 
ください （13 ページ)。 


電源が入6ない。 

• 本機にバッテ U —を取り付けた後、電源び入るまでに時間びかかることび 
あ0ます。 

• バッテ U - び正しく取り付け5れているか確認してください （13 ページ)。 
• バッテ U —び消耗しています。充電されたバッテ1」一を取り付けてくだ 
さい （10 ページ)。 

• バッテ U —の端子部びミちれています。柔5かい布などで軽<拭いて巧れ 
を落としてください。 

• 推奨バッテ U —をお使いください。 




電源が切れる。 

• 本機やバッテ U - の温度によっては、カメラをな護ずるために、自動的に 
電源び切れることびあります。この場合は、電源び切れる前に画面にメッ 
セージび表示されます。 

•レのーセーで設定び[標準]または[スタミナ]のときに操作しない状態 
び一定時間続くと、バッテ U —の消耗を防ぐため、自動的に電源び切れま 
す。電源を入れ直して<ださい。 


バッテリーの残 量 表示が正しくない。 

• 温度び極端に高いまたは低いところで使巧しているときの現象です。 

• 残量表示と実際の残量にズレび生じています。バッテリーを一度使い切っ 
てから充電すると正しい表示に戻ります。ご使用状況によっては表示に 
スレび生じることびあります。 

• 使用回数や経年変化により、バッテ U - 容量は低下します。使用できる時 
間び大幅に短くなった場合は、バッテ1」一の寿命です。新しいわのをお買 
い上げください。 


バッテリーを本体に入れた状態で充電できない。 

• AC アダプター（別売)を使っての充電はでさません。バッテ1」ーチャー 
ジャー（付属)を使って充電してください。 


バッテリー充電中、 CHARGE ランプが点滅する。 

• NP - BN 1 タイプのバッテ U —かご確認くださし、。 

• 長時間使用していないバッテ U - を充電すると、 〔 HARGE ランプび点滅 
することびまれにあります。 

• 点、滅 J く夕ーンは、速い点滅(約 0.1 5軟)と遅し、点滅{約] .5 秒}の2種類びありま 
す。速い点滅のときは、バッテ U - を取りはずし、もう一度同じバッテリー 
を確実に取り付けてくださし1。再び速い点滅をしたときは、バッテリーの 
異常び考えられます。 

遅い点滅のときは、充電に適した温度外で充電しているため、充電を一時 
停止した待機げ態になっています。充電に適した温度範囲に戻れば充電 
を再開し、 CHARGE ランプは点灯になります。 

バッテ1」一の充電は周囲温度び10で〜30にの環境で巧ラことをおすずめ 
します。 


その他 
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撮影 


撮影でをない。 

• メモ U —カードを挿入しているのに内蔵メモ U —に記録されてしまラと 
さは、メモ U —カードび奥まで挿入されているか確認してくださし、。 

• 内蔵メモ1」一またはメモ U —カードの空さ容量を確認してください (50 
ページ)。いっぱいのときは、下記のいずれかを巧ってください。 

一 不要な画像を削除してください (3 目ページ)。 

-メモリーカードを交換してください。 

• フラッシュ充電中は撮影でさません。 

• 動画撮影時は切下のメモ U —力ードをおすずめします。 

-ソモリースティック PRO デュオ"/メモ U - スティック PRO - HG デュオ" 
- Class 2似上の SD カード 


被写体の明るい部分から、白や紫などの線が出たり、画面全体がホみがかっ 
たよラな画像になる。 

•スミアといラ現象です。故障ではありません。通留の静止画には記録さ 
れませんび、スイングパノラマや動画撮霞では線やムラとなって記録され 
ます。（明るい部分とは太陽や電打など周囲との明るさの差び大きい箇所 
のことです。） 


再生 


再生できない。 

• モ U —カードび奥まで挿入されているか確認してください。 

• パソコンでフオルダ/ファイルの名前を変更したためです。 

•パソコンで画儘を加工したファイルや他機で撮影した画像は、本磯での再 

生は保証いたしません。 

• USB モードになっています。 USB 接続を終了して<ださし、。 
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使用上のご注意 

使用/保管してはし、けない場所 

• 異常に高温、ほ温、または多湿になる 
場巧 

炎天下や夏場の窓を閉め切った自動 
車内は特に高温になり、放置ずると 
変形した0、故障した0することび 
おります。 

• 直射曰光の当たる場所、熱器具の近 

< 

蜜色したり、変あしたり、故障したり 
することがあ0ます。 

• 激しい振動のある場所 
• 強力な磁気のある場所 
• 砂地、砂おなどの砂ぼこ0のをい場 
所 

海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起 
こる場所などでは、砂びかからない 
よラにして<ださい。故障の原因に 
なるばか0か、修理でさな < なるこ 
とちあります。 

持ち運びについて 

ズボンやスカートの媛ろポケットに本 
機を入れたまま、椅モなどに座らない 
で<ださい。故障や破損の原因になり 
ます。 

お手入れについて 

液晶画面をきれいにずる 

液晶画面に指紋やゴ=び付いて巧れた 
ときは、液晶ク U — ニン グキット访 IJ 
売)を使ってされいにすることをおず 
すめします。 


表面をされいにする 

水やぬるま湯をかし含ませた柔らかい 
布で軽く拭いたあと、からぶきします。 
本機の表面び変質したり塗装びはげた 
りずることびあるので、政下はご使用 
にな!3ないでくださし、。 

• シンナー、ベンジン、アルコール、化 
学ぞラさん、虫除け、日焼け止め、殺 
虫剤のよラな化学雲品類 
• 上記び手についたまま本機を扱ラこ 
と 

• ゴムやビニール製品との長時間の接 
触 

動作温度にごミ主意ぐださい 

本機の動作温度は約日で〜40むです。 
動作温度敲囲を越える極端に寒い場所 
や暑い場所での撮影はおすずめでさま 
せん。 

結露について 

結露とは、本機をきし、場所か日急に暖 
かい場所へ持ち込んだとさなどに、本 
機の内部や外部に水滴び付< ことで 
す。この状態でお使いになると、故障 
の原因にな0ます。 

結露び起さたときは 

電源を切つて結露びな < なるまで約1 
時間放置し、結露びな < なつてれらご 
使用ください。特にレンズの内側に付 
いた結露び残ったまま撮影ずると、を 
れいな画像を記録できませんのでごミま 
意ください。 


レンスをされいにする 

レンスに指紋やゴ S び付いて巧れたと 

さは、柔らかい巧などを使ってきれい JP 
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巧蔵の巧電式/ (ックアップ電 
池について 

本磯は曰時や各種の設定を電源の入/ 
切に関係なくな持するたゆに充電式電 
池を内蔵しています。充電式電地は本 
機を使用している限り常に充電されて 
いますび、使ラ時間び短いと徐々に放 
電し1か月程度まったく使わないと完 
全に放電してしまいます。充電してか 
ら使用してください。ただし、充電式 
電池び充電されていない場合でを、曰 
時を記録しないのであれば本機を使ラ 
ことびでさます。 

内蔵の充電式/ ':ックアップ電池の 
巧電方法 

本機に充電されたバッテ I 」一を入れて、 
電源を切ったまま24時間し:1上放置する。 

メモリーカードを廃棄/譲渡ず 
るときのごま意 

本機や/ くソコンの機能による r フォー 
マッりや「削除」では、メモ U - 力ード 
内のデータは完全には消去されなしに 
とびおります。メモ U —カードを譲渡 
するときは、パソコンのデータ消去専 
用ソフトなどを使ってデータを完全に 
消去することをおすすめします。また、 
メモ U - 力ードを廃棄ずるときは、メ 
モ I 」一力ード本体を物理的に破壊ずる 
ことをおずすめします。 

パッテリーについて 

バッテリーの巧電について 

• 周囲の温度び10に〜30での環境で 
充電してください。これな外では、 
効率のよい充電びでをないことがあ 
0ます。 


バッテリーの上手な使いかた 

• 周囲の温度び低いとバッテ U —の性 
能が低下ずるため、使用でさる時間 
び短くな0ます。より長い時間ご使 
用いただくた创こ、バッテ U - をポ 
ケットなどに入れて温かくしてお 
き、撮影の直前、本機に取り付けるこ 
とをおずずめします。 

• フラッシュ撮影、ズーム撮慕などを 
頻繁にずると、バッテリーの消費び 
速くなります。 

• 撮影には予定撮影時間の2倍〜3倍 
の予備バッテ1」一を準備して、事前 
に試し撮0をしてください。 

•バッテリーは防水構造ではありませ 
ん。水などに檐らさないよラにご注 
意ください。 

• 高温になった車の中や炎天下などの 
気温の高い場所に放置しないでくだ 
さし、。 

•バッテ U —の端子部び巧れると、電 
源び入らなかった0、充電びでさな 
いなどの症状び出る場合びありま 
す。このよラな場合は柔らかし佈な 
どで軽 < がいてミちれを落として < だ 
さし、。 

バッテリーの保管方法について 

•バッテリーを長時間使巧しない場合 
でも、機能を維持するために、1年に 
1回程度満充電にして本機で使い切 
り、その後本磯か5バッテ U - を取 
り外して、温度の低い涼しい場所で 
保管して < ださい。 

• 本磯でバッテ U —を使い切るには、 
スライドショーロ4ぺージ } を再をし 
て、電池び切れるまでそのままにし 
て < ださい。 

• 本磯から取0出したバッテ1」一は、 
接点巧れ、ショートなどを防止ずる 
ため、 携帯、保管時は必ずポ I 」袋に入 
れて金属から離してください。 



バッテリーの寿命について 

•バッテ1」一には寿命びあります。使 
巧回数を重ねたり、時間び経過ずる 
につれ y くッテ U —の容量はかしずつ 
ほ下します。使用でさる時間び大幅 
に短くなった場合は、寿命と思われ 
ますので新しいをのをお買い上げく 
ださい。 

• 寿命は、保管方法、使用状況や環境に 
よってバッテリーごとに異なりま 
す。 


対応バッテリーについて 
• NP - BN 1 咐屬は、 N タイプに対応し 
たサイバーシヨットにのみ使用でを 
ます。 



保証書と アフターサービス 


記録の客の補償はで定ません 

万一、デジタルスチルカメラやメモ 
I 」一力ードなどの不具合などによ0記 
緑や再生されなかった場合、記録内容 
の補償については、ご容赦ください。 

保証書は国のに限6れていま 
ず 

このデジタルスチルカメラは国内仕様 
です。外国で万一、事故、不具合び生じ 
た場合の現地での アフターサービス お 
よびその費用については、ご容赦くだ 
さし、。 

保証書 

• この製品には保証書び添付されてい 
まずので、お買い上げの際お買い上 
げ店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお 
確かめの上、大切になをしてくださ 
い。 

アフターサービス 

調子が悪いとさはまずチェックを 

"故障かな？と思ったら"の項を参考に 
して故障かどラかお調べください。そ 
れでを具合の悪いときはソニーの相談 
窓□にご相談ください屬表祇)。 
保証期間中の修理は 
保証書の記載内容に基づいて修理させ 
ていたださます。詳しくは保証書をご 
覧ください。 

巧証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持でをる場合 
は、ご要望により有料 f 度理させていた 
JP だきます。 
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部品の交換について 

この商品は修理の隙、交換した部品を 
再を、再利用する場合びあ0ます。そ 
の際、交換した部品は回収させていた 
ださます。 

部品の保有期間について 

当社はデジタルスチルカメラの補修用 
性能部品(製品の機能を維持ずるため 
に必要な部品)を製造巧ち切り媛5年 
間保有しています。 

修理をお受けになる前に 

内蔵メモ U —のバックアップをお取り 
ください。 

修理によってデータび消去または変更 
された場合、記録内容の補償について 
はご容赦ください。 



まをのために 2ページをあわはてお読み < ださい。 

I A ^^1 A 下記の注意事項を守5ないと、义災、大けがや死 t： 

I 公^言 口 にいたる危害び発生することびち 0 ます。 



分解や改造をしない 

火災や感電の原因となります。内部点検や修理はソニーの相談窓□にご巧頼 
<ださい。 

分解禁止 

内部に水や異物(金属類や燃えやすい物など)を入れない 

火災、感電の原因となります。万一、水や異物が入ったとすは、すぐに電源を 
切り、電池を取0出して<ださい。 AC アダプターやバッテ IJ ーチャージャー 
などちコンセントから抜いて、ソニーの相談窓□にご相談ください。 

Q 

禁止 

運転中に使用しない 

自動車、才ートバイなどの運転をしなびら、撮影、再生をしたり、液晶画面を 
見ることは絶対おやめください。交通事故の原因となります。 

0 

禁止 

撮影時は周囲の状況にミ主意をはらう 

周囲の状況を把握しないまま、撮影を行わないで<ださい。事故やけびなど 
の原因となります。 

Q 

資止 

指定!■ソ外の電池、 AC アダプター、バッテリーチャージャーを使わ 
ない 

0 

火災やけびの原因となることびあります。 

禁止 

機器本体や付属品、メモリーカードは、乳幼おの手の届く場所に置 
かない 

0 

電池などの付属品や、"メモ IJ ーステイック"などを飲み込むおそれびあ0ま 
す。乳幼おの手の届かない場所に置を、おモ様びさわら姑よラご注意くださ 
し'!。万一额み込んだ場合は、直ちに医師に相談してください。 

禁止 

電池やショルダーベルト、ストラップを正しく取り付ける 

正しく取り付けないと、落下によりけびの原因となることびありまず。 

また、ベル h やストラップに傷びないか使巧前に確認して < ださい。 

〇 

指示 

電源コードを傷つけない 

熱器具に近づけたり、加熱したり、加工したりずると火災や感電の原因となり 
ます。また、電源コードを抜くときは、コードに損傷を与えないように必ずプ 
ラグを持って扳いてください。 

0 

禁止 

可燃性/爆発性ガスのある場所でフラッシュを使用しない 

Q 

禁止 


そ 

の 

化 
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つづさ 


A 警告 I 公 A 

' -火災 感電 


下記のを意事項を守らないと、 义災 、大 けげ や死 t 
にいたるを害び発生することびあります。 


フラッシュ、 AF イルミネーターなどの 撮影 補助光を至近距離で 
人に向けない 

• 至近距離で使用すると視力障害を起こす可能性びあります。特に乳幼おを 
撮影するとをは、 ImiU 上はなれてください。 

• 運輯ちに向かって使用すると、目びくらみ、き巧を起こす原因となります。 


0 

禁止 


長時間、同じ持ち方で使用しない 

使巧中に本機び熱いと感じなくてち皮膚の同じ場所び長時間触れたままの巧 
態でいると、ホくなったり水ぶくれびで定たりなど低温やけどの原因となる 
場合びあ0ます。 


0 

禁止 


iu 下の場合は特にごま意いただき、兰脚などをご利用ください。 
• 気温の高い環境でご使用になる場合 
• 血行の悪い方、皮膚感覚の弱いちなどびご使巧になる場合 


|/!\を意1/^ク\ 

- 义が 感電 


下記のま意事項を巧5ないと、 けび や 財産に損害 
を与えることびあります。 


水滴のかかる場所など湿気のをい場所やほこり、油煙、湯気のをい 
場所では使わない 

0 

义災や感電の原因になることびあ0ます。 

禁止 

めれた手で使巧しない 

感電の原因になることびあ0まず。 

磯） 

めれ手禁止 

不ま定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた所に置いたり、不安定な状態で兰脚を設置すると、 
製品び落ちたり倒れたりして、けびの原因となることびあります。 

0 

禁止 


コード類は正しく配置ずる 

電源コードやパソコン接続ケープル、 A / V 接続ケープルなどは、足に引っ掛け 
ると製品の落下や転倒などによりけびの原因となることびあるため、充分注意 
して接続•配置してください。 


〇 

指示 




つづき 


下記の注意事項を巧らないと、 けび や 財産に損害 
を与えることびあります。 



通電中の AC アダプター、バッテリーチャージャー、巧電中の電池 
や製品に長時間ふれない 

長時間あ膚び触れたままになっていると、低温やけどの原因となることびあり 
ます。 

0 

禁止 

使用中は機器を巧で覆ったりしない 

熱びこちってケースび変形したり、义災、感電の原因となることびありまず。 

Q 

禁止 

長期間使用しないとさは、電源をはずす 

長期間使巧しないとをは、電源プラグをコンセントからはずしたり、電池を 
本体からはずしてな管してください。火災の原因となることびあります。 . 

€ 

つラグをコン 
b ントから巧く 

フラッシュの発光卽を手でさわらない 

フラッシュ発光部を手で覆ったまま発光しないでください。発光後ち発光部 
に手を軸れないでください。やけどの原因となります。 

0 

禁止 

レンズや液晶画面に衝撃を与えない 

レンズや液晶画面はガラス製のため、強い衝撃を与えると割れて、けがの原因 
となることびあります。 

Q 

資止 

電池や付属品、メモリーカード、アクセサリーなどを取りはずすと 
きは、手をそえる 

電池やメモ IJ ーカードなどび飛び出ずことびあり、けびの原因となることび 

〇 

指示 


おります。 


その他 
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lA 危険 I 電池についての 
ま全上のごま意とお願い 


漏液、発熱、発乂、破裂、誤飲による大けが や 
やけど、火が などを避けるため、下記のを意 
事項をよ<お読み<ださい。 


IA を哟 

• 乾電油型充電式電油■バッテ U -バックは指定されたバッ 
テ U — チャージャーけ外で充電しない。 

• 電池を分解しない、火の中へ入れない、電子レンジやオー 
ブンで加熱しない。 

• 電池を火のそばや炎天下、高温になった車の中などに放置 
しない。このよラな場所で充電しない。 

• 電地をコインやヘアーピンなどの金属類と一緒に携帯、巧 
管しない。 

• 電池をか-海水-牛乳-清涼軟料か-石酸水などの液体で 
めらさない。姑れた電池を充電したり、使用したりしない。 

IA 警告 1 

• 電池を八ンマーなどでたたいたり、踏みつけた0、落下さ 
せたりするなどの衝撃や力を与えない。 

• バッテ U - バックび変形-破損した場合は使巧しなレ。 

• アルカ U 電油/ニッケルマンガン電池は巧電しない。 V V 

•列装シールをはびしたり、傷つけたりしない。外装シール 禁止 

の一部または、ずべてをはびしてある電池や破れのある電 
油は絶対に使巧しない。 

IA 注意 1 

• 電池は、+、一を確かめ、正しく入れる。 

• 電池を使い切ったと定や、長期間使巧しない場合は機器か 
ら取り出しておく。 ホ旨ホ 

お願い 

U チウムイオン電池は、 U サイクルできます。不要になった U チ 
ウムイオン電池は、金属部にセ DA ンテープなどの絶緑テープを 
貼って U サイクル協力店へお持ち下さい。 

锡 

LHon 

U チウムイオン電油 

巧電式電池の回収* リサイクルおよびリサイクル 協力店に ついては、 

一般社団法人」 BRC ホームページ 

http :// vvwvv . jb に net / hp / contents / index.html を参照して下さい。 




まな仕様 


本巧 

[ システム ] 

撮像素テ： 7.76 mm (1/2.3 型)カラー 
CCD 原色フィルター 
総画素数：約1448万画素 
カメラ有効画素数：約1414万画素 
レンズ：力ールツアイスバ U オテッサー 
4倍ズームレンズ 
f =4.7 mm 〜 18.8 mm 
(26 mm ~ 105 mm (35 mm フィ 
ルム換算値)）、口. 7( W ) 〜 F 5.7 订） 
露出制御：自動、シーンセレクション 
(9 モード） 

ホワイトバランス：オート、太陽光、曇天、 
堂光打1、2、3、電球、フラッシュ 
連写の撮影間隔：約 1.0 秒 
記録方式： 

静止画記録方式： 

JPEG ( DCFVe 「.2.0、 ExifVer . 2.21 、 
MPF Baseline ) 準拠、 DPOF 対応 
動画記録方式 ： AVI (Motion JPEG ) 
記録メディア：内蔵メモ U — 約 24 MB 、 

‘メモ IJ— スティックデュオ ’、 SD 
力ード 

フラッシュ：撮影範囲 ( ISO 感度(推装露 
光指数)び才ートのとき） 

約 0.3 m 〜 3.5 m ( W ) /約 0.6 m 〜 

1 .8 m ( T ) 

[入出力端子] 

ベ r(USB) • A/V0UT 端子 

映像出力 

音声出力(モノラル） 

US 關信 

USB 通信： Hi-Speed USB (USB 2.0) 

陳晶画励 

液晶パネル： 

DSC - W 550 : 7.5 cm (3.0 型 )、 TFT 
駆動 

DSC - W 530 : 6.7 cm (2.7 型 )、 TFT 
駆動 

総ドット数： 230400 (960 X 240) ドット 


[電源-その他] 

電源：リチャージャプルバッテ IJ - 
パック 

NP-BNK 3后 V 
消費電力(撮影時）: 1.0 W 
動作温度： on 〜40で 
保を温度： 一20 で〜+60で 
外形寸法： 

DSC - W 550 : 95.9 mmX 57.3 mm 
XI 9.3 mm 

DSC - W 530 : 92.9 mm X 52.4 mm 
XI 9.3 mm 

(幅 X 高さ X 奥行を、突起部を除く） 
本体質量(バッテ U - NP - BN 1、 ‘メモ|」一 
スティックデュオ’’を含む）： 
DSC - W 550 :約122 g 
DSC - W 530 :約113 a 
マイク□ホン：モノラル 
スピーカー：モノラル 
Exif Print :対応 

PRINT Image Matching III :対応 

バッテリーチャージャー 
BC-CSN/BC-CSNB 

定格入力： AC 1日日 V 〜240 V 、 

50/60 Hz ' 2 W 
定格出力 ： DC 4.2 V 、 0.25 A 
動作温度： （ TC 〜40で 
巧を温度： 一2 日で〜+日0む 
外形寸法：約55 mmX 24 mmX 83 mm 
(幅 X 高さ X 與行を） 

本体質量：約55 g 

リチャージャブルバッテリー 
パック NP-BN1 

使用電池：1」チウムイオン蓄電池 
最大電圧： DC 4.2 V 
公称電圧 ： DC 3.6 V 
容量： 2.3 Wh (630 mAh ) 

本機や付属品の仕様および列観は、改良 
のため予告な<変更することびあ D ます 
び、ご了承ください。 


その他 
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商標について 

• iU 下はソニー株式を社の商標です。 

Cyber - shot . ‘サイ■/ (—ショット"、 
"Memory Stick ’、 "メモ U — スティッ 
ク’、，量 ‘Memory Stick PRO ’、 

‘メモ U - スティック PRO ’、 

Mem 日 ry 5 ti [ kPRD 、 "Memory Stick 
Duo "、 ‘ソモ1」ースティックデュオ’、 
Memory Stick Du 日 、 ‘Memory Stick 
PRO Duo ’、 ‘ メモ U - スティック PRO 
デュオ’、 Mem 日 RYStick PRO Du 日、 
"Memory Stick PRO-HG Duo ’ 、 

‘メモ U — スティック PRO - HG デュ 
才 ’、 IV 1 eividry 5 ti [ i ( PRD - HGDud 、 "メモ 

|」ースティックマイク□"、 
‘ MagicGate ’’、 "マジックヴート’、 

Mag に Gate 

• Microsoft 、 Windows 、 DirectX . 
Windows Vis ねは、米国 Microsoft 
〔 orporation の米国およびその他の国 
における登録商標または商標です。 

• Macintosh . Mac OS は Apple Inc の 
登録商標または商標です。 

• Intel 、 Pentium は Intel Corporation 
の登録商標または商標です。 

• SDXC 、 SDHC □ゴは SD -3 C , 山:の商 
標です。 

• MultiMediaCard は 、 MultiMediaCard 
Association の商標です。 

• その他、本書に記載されているシステム 
名、製品名は、一般に各開発メーカーの 
登録商標あるいは商標です。なお、本で 
中には™、 ® マークは明記していませ 
/ u 。 
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■ 困つたとをは(ヴポートのご案内） 


ホームページで調べる 



SUPPORT 


サイバーシヨットの最新ヴポート情報 

(敦品に関ずる Q & A 、 パソコンとの接続方法、使巧可能なメモリーカード 
など） 

http://www.sonv.cojp/cybe 卜 shot/support/ 

サイバーシヨットオフイシヤル WEB サイト 

http://www.sony.cojp/cyber-shot/ 

ヴイバーシヨットの最新情報、撮影テクニック、アクセサ U —などに関す 
る情報を掲載しています。英語の取扱説明書のダウン□—ドちでさます。 
(English manual download service is available .) 

付属ソフトウエアのヴポート情報 


http://www.sony.co.jp/support-di5oft/ 



電話で問い合わせる（ソニーの相談窓口) 


圆 


•使い方ホ目談窓 □ 

フリーダイヤル .0120-333-020 

携帯. PHS ■ - 部の IP 電話 .0466-31-2511 


最初のガイダンスび流れている間に下記ま号+「#」を押してください。 

本機や付属品： [401 J 

付属ソフトウエア rPMB 」 ：「404」 

受付時間：月〜金み〇〇〜18:00 ± •日-祝日9:00〜17:00 



•修理相談窓 □ 

フリーダイヤル .0120-222-330 

携帯 • PHS - - 部の IP 電話 .0466-31-2531 


最初のガイダンスび流れている間に「401」+「#」を押してください。 
受付時間：月〜金9:日日〜20:00 ± ■日-祝日9:00〜17:00 

ホームぺージ http://www.sony.co.jp/di-repair/ 

FAX 惧愚： 0120 -333-389 


■製品登録のご案内 

製品登録していただくと、安む-便利な各種サポートび受けられます。 
詳しくは、 WEB サイトをご質くださし、。 

http://www.sony.co.jp/di-usbreai/ 

製品登録の特典については下記の URL をご覧ください。 

http://www.sony.co.jp/di-toKuten/ 


ソニー株式会社 干 108-0075 東京都港区港南 1-7-1 http://www.sony.co.jp/ 

この説明書は、古紙7日％凹上の再生紙と、 V 0 C (揮発性有 
機化合物）ゼ□植物油型インキを使巧しています。 

©201 1 Sony Corporation Printed in Cnina 
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